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 2月 8日 13時 30分から「住吉さんと地元の 1800年から学ぶ」の講座（市民交流センターすみ

よし北の特別事業）の第 8回として、池田 NPO法人かなえ会理事長の司会で、オダサク倶楽部事

務局長で図書館司書の高橋俊郎さんのお話があった。「住吉とゆかりの作家達」と題して、「大

阪文学探訪まっぷー住吉かいわいー」をもとに、住吉周辺を拠点に活躍された作家・文化人につ

いて、その多彩なこと、交友関係の深いことなど興味深いお話しを聞かせていただけた。 

（講演中に多数の写真を壇上の画面に示して下さった。以下の文中に特に注記していないが、適

宜読み取って頂きたい。また、この報告は当日の講演を事務局でまとめ、講師に手を加えて頂い

た。） 

 

  

はじめに 
 今日は住吉界隈の文学ということでお話しし

たいと思います。画面にマップや写真などを映

しながらお話しを進めていきます。何分文学は

文字でできた芸術ですので、本を読まないで、

住吉界隈に住んでいた作家がどんな方でどんな

ことを書いたのか、住吉について書いたものが

どんな風に書かれているのか、しゃべるだけで

はお伝えしにくいので、イメージとして作家の

顔であるとか風景とかを見ながらご説明できた

らと思います。 

 今、画面に映っているのは、明治 28年に描

かれた「大阪名所」という大判の名所図絵で

す。「住吉乃月景」となっていますから夜で

す。奥の方、鳥居の向こうに反橋
そりはし

が見えます。

今は改修されて階段状になっていますので手す

りを持たなくても何とか上がれますが、昔は、

手すりを持たないとズルズル滑っていくという

ような橋で、のちのち川端康成の小説の『反

橋』にも登場しています。それが遠景で見えま

す。前景はまさに出発せんとする蒸気機関車で

す。終点で、駅員さんが立っています。明治終

わりの風景で、大変綺麗な絵ですが、今日はこ

こらあたりからのお話になります。 

 住吉さんは『源氏物語』の澪標
みおつくし

の巻に出て

きます。またそれまで俳諧師であった井原西鶴

が世之介が色事のあげく南海に去っていくとい

う浮世草子、『好色一代男』が売れた後、俳諧

と決別しようとして、一夜につぎつぎに何千

句、何万句と俳句を詠んでいく矢数
や か ず

俳諧に挑ん

だのも住吉さんでした。というのは、住吉さん

がもともとご託宣が歌で告げられるという社で

もあり、歌の神様としてあがめられているとい

うことがあるからです。後々この近辺にも作家
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達とか、たくさんの文人墨客が集まりました。

ですから、『大阪春秋』（第 142号）に「住吉

大社界隈の文学 住吉っさんと小説家・詩人な

ど」を書きました時、その出だしは「住吉大社

はさながら文学の社である。」としました。西

鶴も、これで俳諧と決別という時には、住吉の

神に二万三千五百句を一昼夜かけて詠んでしま

うという大矢数俳諧をしました。その日限りで

浮世草子に邁進していったという西鶴の人生の

エポックにも住吉さんは大きな役割を果たしま

した。 

 こうした近世のことども以外に、最初に鉄道

を描いた「大阪名所」を出しましたのは鉄道の

敷設が住吉にとって一つの転機となったからで

す。手で一軒一軒を書き上げた大正 12年の

「大阪市パノラマ地図」（日下わらじ屋発行）

の南の端は、今宮辺りまでが描かれていて、住

吉さんだけが別枠でぽつんと描かれています。

南の方は田畑で、町として開けた所ではありま

せん。住吉界隈は参詣に来たりすることもあり

人は集まっていますが、もともと郊外ですか

ら、文人墨客以外でも、市街地というような環

境ではありませんでした。大正時代でもそうで

した。 

そこ鉄道がつくようになります。明治 18

年、日本初の私鉄、南海鉄道の前身であります

阪堺軌道が、難波・天下茶屋・住吉・大和川北

岸を鉄路で繋ぎ、ここで住吉公園の郊外住宅地

というのが生まれ始めました。四天王寺と住吉

大社への参詣客の輸送ということで、大阪馬車

鉄道株式会社が天王寺の西門から東天下茶屋駅

を開通させ、順次南へ下り住吉まで路線を延長

してきました。それまで三郷の中に住んでいた

文人墨客が住吉辺り、郊外に移っていくという

流れになります。それでは、文学に関わる様な

文化人達が住吉界隈でどんな活動したのか、誰

がいたのかを中心にお話しします。 

 

宇田川文海と墨江文学会 
一番最初に我々が今でも何とか辿ることがで

きる、その当時でも名の出ていたような文人墨

客というと宇田川文海が挙げられます。あとレ

ジュメにあります近松秋江・与謝野晶子・石濱

純太郎・川端康成・橋本多佳子・村山リウ・藤

澤恒夫・織田作之助・石濱恒夫が住吉界隈で活

躍した人ということになります。前の画面の文

学年表を見てください。薄い水色は生まれてか

ら亡くなるまでを、青い濃い部分が住吉辺りに

いらっしゃった、住まわれた、関係があったと

いう時期を示しています。宇田川文海が住み始

めた、石濱純太郎が住んでいた、与謝野晶子が

住吉に遊びに来た、といったことを示します。

川端康成の頭の部分が濃くなっているのは『反

橋』のいわれということもありますので、生ま

れた頃に色を着けています。 

住吉大社界隈を中心に今日はお話しさせて頂

きますが、住吉区内ということで言えば、今日

お配りしたマップにありますように、北の方に

は、庄野英二・潤三兄弟という作家もいます

し、佐藤愛子さんは帝塚山３丁目の辺りで生ま

れていますし、そこには美人で名高い俳人橋本

多佳子さんが住んでおられました。 

今日はまず、最初に

住吉で文学を始めた人

として宇田川文海を挙

げたいと思います。皆

さん余り馴染みがない

かもしれません。私も

そんなに詳しくなかっ

たのですが、宇田川文

海さんが住吉で墨江
すみのえ

文

学会を作って、出され

た『墨江』という文学

雑誌の創刊号にめぐり

逢うことができました。創刊号の文学会の住所

は安立になっていますが、住んでおられたのが

上住吉であることが分かり、中味は「墨江文学

会を作っていくんだ。」というような内容です

ので、時代的なことからも、宇田川文海さんを

最初に挙げなければいけないと思い、写真を見

て頂きました。マスクをされていますが、これ

は、幕末、少年の頃に江戸で浪士に斬りつけら

れ、右の頬から胸までを斬られ、もう一太刀を

左の上顎から下顎にかけて受けて、口が裂ける

という深い傷を受けました。それ以降、亡くな

るまでマスクを着けていらっしゃったというこ

とです。どの写真を見ても大きいマスクをつけ

られておられます。講演も為され、しゃべられ

るのですから、しゃべることも食べる事も不自

由はなかったかと思います。 

大阪にまだ日刊新聞がなかった時分に『浪花

新聞』という日刊新聞を創刊し、その後、創刊

2年目の朝日新聞に入りました。朝日新聞とい

えば、夏目漱石も東京から来て社友になり連載

宇田川文海 
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小説を書きますが、宇田川文海も無署名で

『北国奇談檐
ほ っ こ く き だ ん の き

の 橘
たちばな

』という読み物を連載しま

す。そして連載したものを駸々堂という書店か

ら出しました。新聞小説の初めのようなことを

やられた人です。『実録
じつろく

小芝
こ し ば

の山風
やまかぜ

』・

『勤王佐幕巷説二葉松
き ん の う さ ば く こ う せ つ ふ た ば の ま つ

』を出版して有名になり

ました。シェイクスピアの『ベニスの商人』を

翻訳した『何桜彼桜銭世中
さ く ら ど き ぜ に の よ の な か

』が新聞に載って評

判になり、芝居となって戎座で上演され、また

それが評判を呼び駸々堂で本になります。新聞

の連載が本になるということの先駆けをしたの

が宇田川文海です。 『南海鉄道案内』という

初めての鉄道を中心とする案内書も書いていま

す。これは復刻版も出ていますし、図書館にも

あります。『南海鉄道案内』という書名です

が、南海沿線以外の市内の名所についても案内

していますから、大阪案内といえます。 

これが先程お話ししました住吉に来てから出

した雑誌『墨江』です。国会図書館にも残って

おらず、ここに一冊あるだけかもしれません。

私が私淑している肥田皓三先生が第 5号をお持

ちで、それを見せて頂いたのが宇田川文海に関

わる発端でした。宇田川文海はそれまでは大阪

市内に住んでいましたが、墨江村大字上住吉六

十三に転居してきたのが 58才の時ということ

になります。新聞で大活躍をしまして、そろそ

ろ引退という時期になって、南の方、開けてき

た住吉に移ってきたといえます。 

ここで始めたのが『墨江』という雑誌を出し

て、墨江文学会を作ろうということです。この

中に書かれている設立の趣意を読みます。「我

墨江の大神は蚤
つと

に詩神を以て世に崇められ、

随
したが

って此住吉の里も亦
また

古来文学の淵叢
えんそう

を以

て、美を一方に鳴らせしが時代の変遷の然
しか

らし

むる所、王政維新以来神威
し ん い

は日に其
その

著明を添ゆ

るも文華は月に凋落
ちょうらく

を来せり、吾人
わ れ ら

同志之を

遺憾に想い私に謀
はか

る所ありしが今般其力の微
かす

か

なるをも顧ず、奮
ふる

って墨江文学会なるものを設

立し左の事業に依って聊
いささ

か墨江文学を発揮せ

んとす、伏して請う同感同好の紳士淑女諸君競

って入会し吾人同志の事業を助け希望を遂げさ

せ給わんことを  大阪府東成郡安立町二丁目

五十三番地  墨江文学会」と書かれていま

す。明治維新後、文学関係でいえば凋落してい

るので、住吉の地から復興するのだという決意

です。住吉と文学ということを語る時には欠か

せないものということになります。ただし、8

号まで続きましたが、そんなに有名な人が集っ

たということでもなかったようです。 

例えば住吉さんの近くに住み、反橋の修復工

事の廃材から福禄寿を百体造り皆さんに分け与

えたというので有名な田中主水・その弟の田中

祥雲・劇作家の長田秋濤、後はペンネームもあ

ってよく分からない人もたくさんいますが、こ

ういう方が集って旗揚げをしました。明治 39

年ですから、明治 36年内国勧業博覧会が天王

寺であって、大阪が盛り上がった少しあととい

うことになります。 

 

石濱純太郎と墨江の邸 
宇田川文海さんが上住吉で活躍した頃に住吉

にやってきたのが、石濱純太郎さんです。アイ
・ジョージと組んだ「硝子のジョニー」、フラ

ンク永井が歌った「こいさんのラブコール」、

「大阪ぐらし」、娘さんを作詞した「紅子のバ

ラード」などの作詞をした石濱恒夫のお父さん

です。道修町で薬種商をしていた石濱純太郎さ

んの父、豊蔵さんが墨江に別荘を買い、石濱純

太郎さんが移り住んでくることになります。石

濱純太郎さんは西夏
せ い か

文字の研究で有名な先生で

す。旧制市岡中学の時に「海行かば」を作曲し

た信時潔
のぶとききよし

や帽子を被った自画像が有名な

小出楢重
こ い で な ら し げ

が同級生だったので、ご自身も学者で

すから、墨江に住み始めたころ文化人のサロン

的な感じになりました。石濱恒夫さんも住み続

けられて、現在の墨江二丁目の五のメゾンいし

はまやというマンションの場所が石濱家です。

中庭には、石濱純太郎さんの生誕１００年を記

念して建てられた西夏文字の記念碑などもあり

ます。そこに移り住んだのが、もう一つの住吉

のエポックということになってくると思いま

す。 

石濱純太郎さんの奥さん石濱恭子さんについ

ては後で浅沢句会の所で触れます。長男が石濱

恒夫さんです。昔は鬱蒼と茂る森のような庭に

包まれたお宅があり、そこに離れがあって、藤

澤桓夫
た け お

さんが東京から療養を終えて住まわれて

いました。石濱恒夫先生が亡くなられたのが平

成 16年、80才でした。体を悪くされていて、

車いすで散歩されるのを見かけられた方もある

と思います。 
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旧制天王寺中学・旧大阪高校・東京帝国大学

に進まれます。離れに住んでいた藤沢桓夫さん

が川端康成先生と昵懇でしたので、学生時代に

紹介されて川端康成先生に弟子入りします。川

端先生は、毛筆で原稿を書かれ、川端康成自筆

本といったものも出版されていますが、書き損

じが多く、段ボール箱１箱ぐらい溜まると石濱

さんに風呂の焚き付けにせよと仰ったそうで

す。今なら自筆原稿は大変高価ですが、純朴な

石濱先生はそのままたき付けになさったそうで

す。川端先生に書生として入った、唯一の弟子

と言えるかもしれません。川端先生がノーベル

賞を受賞された時に、随行していったのが石濱

さんで、ストックホルムで２人で撮られた写真

も残っています。 

石濱恒夫さんは初め小説家をめざしたり、作

詞をされたりして、歌では随分有名になられま

した。昭和 58年にお書きになった『大阪詩情 

住吉日記・ミナミーわが街』は前半が住吉、後

半がミナミのことに分かれています。住吉に生

まれてずっと住んでおられて、結婚された時に

西区西長堀のマンモスアパートに入られまし

た。これは東京の晴海アパートと一緒で、日本

で初めて公団がマンション風アパートを建てた

ものです。石濱先生は真ん中辺りの 10階に住

んでおられ、南が見渡せて、住吉辺りまで見え

るかもしれないという高い建物でした。今もそ

のまま残っています。その部屋の西の端に少し

遅れて入られたのが司馬遼太郎さんです。司馬

さんは当時の雑誌に「アパート住まいの作家

達」を書いておられます。住んでみたところ、

土佐藩所縁の白髪橋や土佐稲荷神社が目の前に

あり、岩崎弥太郎が悪者として扱われている

が、大変興味を持ったと書かれています。その

時書かれたのが『竜馬が行く』です。『竜馬が

行く』には坂本龍馬が土佐から山を越え、徳島

から船に乗って天保山辺りまで来て小さな船に

乗り換え、木津川を遡上して長堀川に入り市内

に入っていくという事になっています。長堀川

に入って、土佐稲荷で鰹座橋の所で小舟を下り

る、と実際には無かったようですが、さもあっ

たように書かれました。それまで土佐では有名

で､勤王の志士として知られてはいましたが、

全国的にはそんなにイメージのなかった龍馬が

司馬遼太郎さんの『竜馬が行く』で有名になり

ました。 

少し余談になりましたが、ここに住まわれた

石濱先生が、ミナミについても色々お書きにな

り、住吉分と合わせて一冊になったのが『大阪

詩情 住吉日記・ミナミーわが街』です。私が

住吉で講座を持つ時に導いてくれたのもこの本

です。この中に、石濱先生が物心がついた頃か

ら見聞きした文人墨客を網羅的に書かれていま

す。今日のレジュメにも挙げておきましたが、

小出楢重・信時潔・武田麟太郎・伊東静雄・織

田作之助・離れに住む藤澤桓夫さんの所に来る

人達についても書いておられます。 

 

川端康成『反橋』 
重要なのは川端康成『反橋』です。『住吉』

･『しぐれ』･『反橋』が住吉三部作といわれて

います。天満天神の社前で生まれ、お父さんが

すぐに亡くなり、お母さんも亡くなって､茨木

市でおじいさんに育てられ、旧制茨木中学・東

京第一高等学校に行き浅草に住み、『浅草紅

団』を書かれています。『反橋』を書かれる発

端になった経緯が『大阪詩情』に書かれていま

す。昭和 21年ごろ一人でふらっと石濱邸に訪

ねてこられ、石濱純太郎さんと恒夫さんとが夕

食でお酒を酌み交わしていると、「うらやまし

いですﾈ、ぼくにはそういう親子の経験がないﾝ

ですﾖ」と仰ったと書いておられます。旅館錦

戸に泊まられ、翌朝、住吉大社を横切り、反橋

を上って南海の駅に行く、という時に反橋の上

で、「小さいとき、母に手をひかれて渡った記

憶がぼんやりとあるﾝですﾖ、母は、お宅のへん

に縁があったらしいﾝですﾖ」と仰ったとのこと

です。その 1年ちょっとあとに書かれて発表さ

れたのが『反橋』です。反橋の上で、実は私は

あなたの母親ではないと告げられ、怖くて下り

られないといった内容です。出だしは「あなた
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は何処へおいででしょうか。」で始まり、中に

『梁塵秘抄』から取った句が出てきます。藤澤

桓夫さんの所へも前日に行っているのですが、

川端さんが、今も藤澤家に残っている菊池寛の

『梁塵秘抄』の一節を書いた色紙を見て、「い

い色紙がありますね、私は菊池さんの色紙は一

枚も持っていません。」と仰ったと藤澤さんが

書かれています。『反橋』の中で主人公がある

友達の所へ行って『梁塵秘抄』の額がかかって

いるのを見て、という設定と重なっています。

川端さんは大阪市内について余り書かれておら

れず、有名になられてからも余り大阪に帰りた

がらなかったといわれていますが、『反橋』は

そんな中でも、短編ですが出色の作品です。読

み返して頂けたらと思います。石濱恒夫先生は

わざわざ、「それはし」とふりがなをうってお

られます。本来は「それはし」というのだよと

いうことでしょうか。反橋のたもとに「反橋は

上るよりも下りるほうがこわいものです。私は

母に抱かれて下りました。」という一節の碑が

建てられています。住吉ゆかりの作家として欠

かせない方です。 

 

藤澤桓夫 終生大阪をはなれず 
その川端康成さんを石濱恒夫さんに紹介した

のは藤澤桓夫さんです。藤澤桓夫さんがなぜ石

濱純太郎さんの所に住んでいたのかというと、

おじさんのところに来ていたのです。自分のお

母さんが石濱純太郎さんのお姉さんにあたりま

す。今宮中学・大阪高等学校・東京帝国大学へ

進まれました。友達だったのがプロレタリア作

家の武田麟太郎などで、武田は同人誌『大学左

派』を始めたメンバーでもありました。雑誌

「戦旗」の編集員が後の漫才作家秋田実さんで

した。藤澤桓夫さんは胸を悪くして、『蟹工

船』の小林多喜二が惨殺されたりするちょうど

その何年かを富士見の療養所で過ごすことにな

り、転向に苦悩した作家、簡単に転向した作

家、そのまま獄中に入った作家がいたりする時

代に、渦中にはなく大阪に帰ってきます。漢学

の学問所、泊園書院で多くの人材を育てた藤澤

南岳を祖父に持つ家系ですので、武田麟太郎か

ら「おまえは生まれがよいからプロレタリアー

トではない。」と嫌みを言われたと後に書いて

おられます。大阪に帰ってくる時に、『日刊工

業新聞』が一緒にやっていた『夕刊大阪』、後

に織田作之助も勤め作家への出だしはこの新聞

ですが、この新聞を菊池寛に紹介されます。紹

介された編集者後藤某に、大阪に帰るについて

こんな風な小説を書きたいと送った手紙を、私

がネットで見付けまして、先月入手することが

できて感激しました。大阪に戻り、叔父の石濱

純太郎の離れに住み、結婚して上住吉に移られ

ますが、亡くなるまで大阪から一歩も出られ

ず、新幹線にも乗られたことがありませんでし

た。織田作之助が『読売新聞』に「土曜夫人」

を連載しましたが、京都での一昼夜を 60回ぐ

らいかけて書くというような実験的な作品で、

京都から舞台が東京に移ります。藤澤桓夫さん

は、「東京に行ったらあかん、死ぬで。」と止

められたそうですが、織田作は行って、案の定

その後 3月ほどで死んでしまいます。藤澤さん

は昭和 16年に「新雪」を『朝日新聞』に連載

したのが本になり、映画になり以降ご活躍され

ました。 

これは現在のお宅の辺りで、この奥にあるの

が「西華山坊
せ い か さ ん ぼ う

」と名付けられた書院で、そこで

執筆されていました。これを設計したのが小出

楢重の息子小出泰弘さんです。藤澤先生の執筆

の様子が先程見て頂いた写真です。 

この色紙「法善寺舞台のような雪降れり」は

藤澤桓夫さんが書いたものです。織田作之助の

句ではないかと仰る方があるかもしれません

が、織田作之助が藤澤桓夫さんのまねをしたの

です。織田作之助はある一時から、藤澤さんに

出会ったあと、字の形も藤澤さんに似たり、煙

草の吸い方が、指の間に深く挟むという藤澤さ

んの吸い方に変わったといいます。此の句も織

田作之助がまねをして自分の句のように書きま

した。 

 

浅沢句会 
画面に映っているのは一運寺です。大石内蔵

助良雄の墓があったりします。藤澤邸を建てる

時に、残っていた純和風の立派な門は、小出泰

弘さんの建てる西華山坊には立派過ぎるという

ことで、当時山門のなかった一運寺の山門に寄

贈されることになりました。石濱邸の離れに住

む藤澤桓夫さんのところに頻繁に通ってきてた

のが織田作之助で、将棋を指したり、句会に出

たりしていましたが、「法善寺ここが思案の

善哉
ぜんざい

かな」という句の碑が法善寺横町の

正弁丹吾亭
しょうべんたんごてい

の前に建っています。浅沢句会とい
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う石濱純太郎さんの奥さん石濱恭子さんが始め

た句会があり、織田作之助はそこに北野田から

南海電車に乗って来ていました。住んでいた野

田村丈六に因んで「丈六」を俳号にした句があ

ったりします。秋田実さんもきていますし、い

ろんなメンバーが句会に参加しています。 

今日は後で蓄音機もやりますが、私が蓄音機

をやる時には織田作之助の格好をして織田草之

助名乗って、オダクサと呼んでくれといつも言

っているのですが、私が自分で勝手に師匠と思

っているのが織田作之助です。 

さて、次に佐藤愛子さんの写真が出てきまし

た。住吉公園の所に「どこかで春が生まれて

る・・」という詩を作った百田宗治
も も た そ う じ

が住んで

いて、藤澤桓夫さんが会いに行かれたとこ

ろ、帝塚山 3 丁目に佐藤紅緑が住んでいて金

子光晴も来ているので呼び出そうということ

になります。まだ藤澤先生が高校生の頃で

す。旧大阪高校の人達が作った新感覚派に属

するような『辻馬車』という同人誌を出した

のが藤澤桓夫・長沖一
ながおきまこと

・武田麟太郎といった

メンバーです。高島屋の近くの波屋書房の主

人、宇崎祥二がバックアップしました。残念

ながら武田麟太郎が巻頭言で橋本スミという

名前でアナーキストを揶揄するようなことを

書き、宇崎祥二さんがアナーキストの青年に

狙われて襲われ、体を悪くしてしまうという

ことがあり、『辻馬車』はなくなってしまい

ました。 

佐藤紅緑が住んでいました帝塚山 3 丁目で

生まれたのが佐藤愛子さんで、つまり佐藤愛

子さんは住吉出身の作家です。彼女の小説

『血脈』は佐藤紅緑、非常な不良だった兄サ

トウ・ハチロウなどについて書かれた長編小

説です。自分のお母さんで、佐藤紅緑の 2 番

目の妻三笠万里子が女優になりたいと東京に

出てきて、日本劇団を作り島村抱月とライバル

になるような形で頑張っていた佐藤紅緑に会い

に行き、弟子にして欲しいといった所から

『血脈』は始まります。 

彼女が入ってきたがため佐藤家がガタガタ

になっていきます。三笠万里子はもともと大

阪の人ですので住吉に戻り、佐藤八郎のお母

さんであったその当時の奥さんと別れて、三

笠万里子と一緒になって住みますのが帝塚山 3

丁目です。ですから『血脈』の最初の場面で

住吉に来た頃が書かれています。長編ですの

で、文庫本の三巻本の上に住吉が出てきます

ので、お読みになったらおもしろいと思いま

す。 

 

ニットーレコード 
浅沢句会といいましたが、浅沢神社の近く

にあったのがニットーレコードです。文学と

は直接関係ありませんが日本蓄音機商会など

ともライバルになる西の雄といえるニットー

レコードが、浅沢神社の西隣、住吉大社の南

の鳥居の前にありました。ここが出しました

のが「赤い灯、青い灯」という『道頓堀行進

曲』で、今に伝わる大阪で一番有名な歌とい

われます。このそばに住んでいたのが、横山

エンタツで、アチャコとコンビで、それまで

着物だったのを背広を着て立ってしゃべくる

というしゃべくり漫才というのを始めまし

た。｢早慶戦｣が一番有名ですが、そのころか

らエンタツと一緒に漫才の原作を書いたのが

秋田実さんです。 

秋田実さんは『戦旗』の編集をしていまし

たが、帰って来て藤澤桓夫さんの紹介で吉本

に入ることになります。長沖一さんも東京か

ら戻ってきて藤澤さんの関係で吉本に入りま

す。戦後アチャコで「お父さんはお人好し」

があたり、放送作家として有名になっていき

ます。この 3 人が同級生でコンビなのです。 

一時プロレタリア文学運動に加わりました

が、大阪に帰ってきて、今に伝わります大阪

的な笑い大阪らしい文学･小説を作っていった

のがこの 3 人で、大阪人は忘れてはいけない 3

人です。秋田実さんと長沖一さんは阪南町で

すから阿倍野区に入りますが、文化的には同

じ住吉の文化圏的とも言えます。 
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それでは、ニットーレコードが出しました

『道頓堀行進曲』と『漫才早慶戦』を、ニッ

トーレコードが製造しました一番小型の蓄音

機を持って来ていますので、ひとつ聴いてい

ただきたいと思います。松竹座で岡田嘉子一

座の寸劇の劇中歌として歌われたのが『道頓

堀行進曲』です。最初、劇そのものを吹込ん

だレコードが出ましたが、筑波久仁子の歌の

所だけぬいてプレスされ大変売れました。 

（『道頓堀行進曲』が流される。） 
次は漫才の「早慶戦」です。吉本せいさん

が「ラジオで漫才や落語をしたら寄席に来る

人間がおらへんやないの」と反対していたけ

れど、ラジオで流れ始めると実物を見たいと

はやり初めて解禁になったという切っ掛けに

なったのが「早慶戦」だと聞いたことがあり

ます。 

（「早慶戦」が流される） 
テンポと書き手がちゃんといて、名作と言

われた早慶戦です。エンタツはニットーレコ

ードの近くに住んでいましたから、歩いて吹

込みに行ったんでしょうか。ニットーレコー

ドは漫才・浪曲・浄瑠璃などのレコードを出

していましたが、中で画期的なのが『浪花隊

顛末』などを書きました長谷川幸延
は せ が わ こ う え ん

さんが

BK(NHK大阪放送局）ラジオのプロデューサー

をされている時に道頓堀などの実況録音をされ

ましたが、その実況録音盤『今昔浪花の華』を

ニットーレコードがプレスして出していま

す。 

（『今昔浪花の華』が流される） 
こういうものを出していたのがニットーレコ

ードですが、住吉の誇るべきものです。 

 
近松秋江 『青草』 

 ほかには近松秋江
ちかまつしゅうこう

がいました。岡山県の人

ですが、市立大阪商業学校、現在の大阪市立

大学を受験しましたが失敗して、早稲田の文

学部に入り小説家になりました。初めの筆名

は徳田秋江でしたが、安治川から船に乗って

別府に行くといったことを書いた『西の旅』

の作者、徳田秋声と間違えられるのはいやだ

ということと、近松が好きだったので近松秋

江と改めました。情痴小説のはしりと言わ

れ、女性との関係を書いたり離婚をしたり難

波の新地にいたり色々します。住吉新地にい

る時に女性が尋ねてくるといったことを書い

た小説『青草』を書いています。住吉公園か

ら鳥居前まで歩いてくる、草原を抜けてく

る、そこで女性がおしっこをして、翌日そこ

に青々と草が茂っていたといったことが書か

れていて『ホトトギス』に発表されました。

住吉新地ということになると住之江区に入り

ますが、読んでみると、当時の開け行く住吉

の情景が描かれていて、名文と言われていま

す。 

 

『源氏物語』 与謝野晶子 
 『源氏物語』に影響された作家と言えば非

常にたくさんいます。住吉公園に建っていま

すのが澪標の巻の一節を描いた碑です。光源

氏が昇進してたいそうな行列で住吉詣に来ま

す。それに明石入道の娘、明石の上が出会い

ます。かって恋心を抱きながらむすばれなか

った光源氏に遠くから、声を掛けようと思っ

てもかけられず去っていく。それを後で光源

氏が知るというのが澪標の巻です。当時、住

吉詣はたいそう絢爛に行われましたがそれを

舞台にした碑が建っています。 

与謝野晶子も「与謝野源氏」と言われるよ

うに源氏物語の現代訳を出しています。写真

は我孫子前からの方が近い安養寺です。この

安養寺に与謝野寛は養子にやられます。京都

生まれ（父は京都府与謝郡出身）で神童と言わ

れ、13才の時に自分で鉄幹と名乗り始め、歌

人となり有名になります。浪華青年文学会が浜

寺公園で会合をするという時に晶子と鉄幹がは

じめて出会います。晶子と年ごろもころあい

で、話し相手になる女性を呼ぶということで呼

ばれたのが山川登美子です。２人の恋のさや当

てです。 

3人で住吉さんに遊びに行こうということに

なり出かけてきます。住吉の反橋のある池のと

ころで、鉄幹が矢立を出し、筆を執り、蓮の葉

の裏に「神もなほ知らじとぞ思ふなさけをば蓮

の裏に書くかな」と書きます。月明かりでそれ

がほのかに見えます。連歌ですので鉄幹がさら

に「後の世は誰に半ばを分かつとや」と付ける

と、晶子は「若き師ならで並ぶ人なし」と続け

ます。山川登美子は「後の世を待つはもどかし

現世
うつしよ

に」と返します。川端康成はお母さんに手

を引かれ上りましたが、ここに至るまでに反橋

を渡る時に鉄幹は手をさし出しますが、晶子は
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その手を取らずに自分で上り、登美子はすがる

のですね。この後晶子は鉄幹と結ばれます。

「妻を娶らば才たけて」と一世を風靡
ふ う び

し、『明

星』で華やかだった鉄幹も晶子と一緒になった

あと影が薄く、晶子の方が強いように私たちは

思っていますが、90幾つでご健在の娘さんが

仰るには、家では、晶子さんは鉄幹のことを師

と仰ぐ姿勢だったそうです。「句を作りますと

『先生見て下さい。』というのが母が父に対す

る態度でした。」と仰っています。一番最初に

連歌をした時に「若き師ならで並ぶ人なし」と

詠ったことからでも分かる気がします。この写

真は教育を自由にという発想で文化学院を創設

した頃の 2人の写真です。 

 

粉浜周辺の文化人 
後は粉浜の方に移っていきます。住吉大社に

も「住吉
すみよし

に齋
いつ

く祝
はふり

が神言
かむごと

と行くとも来
く

とも舶
ふね

は早
はや

けむ」という万葉の歌碑があったりします

が、犬養万葉節で有名な犬養孝さんが旧制大阪

高校学校・大阪大学で教鞭を執っておられる頃

に粉浜に住んでおられました。その縁と言うこ

とで南海粉浜駅前に粉浜を詠った万葉の「住吉
すみのえ

の粉浜のしじみ開けも見ず隠
こも

りてのみや恋ひ渡

りなむ」という詠み人知らずの歌の碑が犬養先

生の字で建っています。鉄道が高架になる時に

つぶされましたが、ハマユウがお好きで、お庭

が一面花で埋まっている時は電車の中からも犬

養さんのお宅だと分かったそうです。 

もう 1人粉浜に住んでおられたのが村山リウ

さんです。この方は、発端は上町の旧婦人会館

で活動する中で評論家みたいになり、もともと

『源氏物語』が好きだったので『源氏物語』を

しゃべりながら皆さんにお聞かせするという

「説き語り」で一斉を風靡されます。医師と結

婚して粉浜東之町に移り住みましたが、夫が市

内に開業します。しかし昭和 20年 3月 14日の

大阪大空襲で焼け出され、また粉浜に帰ってこ

られます。『源氏物語』縁の住吉大社の近くに

住まわれたということになります。 

落語家で言うと、６代目笑福亭松鶴さんが住

んでいました粉浜の長屋を鶴瓶さんが残され

て、「無学」と名づけいろんな催しをされてい

ます。仁鶴・鶴光・福笑・松喬・松枝・呂鶴・

鶴瓶といった弟子達が坂を上って通ったり、住

み込んだりしました。今病気でお休みですが、

松喬さんは天王寺区真法院町にお住まいで、す

ぐ近くに笑福亭一門の墓所、紅葉寺で有名な壽

法寺があります。 

６代目の墓もあり、カップ酒が備えられていま

す。松喬さんも粉浜の 6代目宅に通われていま

した。長く車の運転手をされたり、訛りが直ら

ず、どつかれどつかれしながら、苦労したとい

うようなことを去年出された『おやっさん―

師匠松鶴と私』という本に書かれていて、その

頃の様子が分かっておもしろいです。 

 

おわりに  マップを利用して 
この写真は反橋の近くにある西鶴の碑です。

方々に同じような形で建てられていますが、大

矢数俳諧をしたという縁で建てられています。 

次は天満宮にもありますが、住吉さんのお文

庫です。享保年間から大坂の書籍商、書肆が集

まりまして、一冊でも発行したものについて

は、組合でお文庫に納めようということになり

ました。言うなれば、図書館の発祥といえま

す。 

このあと、その他の住吉区内の作家達という

ことでご紹介します。帝塚山の近くでいいます

と万代池の所に住んでおられたのが、庄野英二

さんで、帝塚山学院の初代の学長がお父さんで

す。ご長男は亡くなったようですが、英二さん

・潤三さん・至さんのご兄弟です。 

この写真は庄野英二さんのお家です。もちろ

んもうお亡くなりましたが、今も「庄野英二」

という表札がかけられています。庄野英二さん

には『にぎやかな家』という作品があり、この

辺りに住まい始めた頃のお話しも書いておられ

ます。この写真で家の前を走っているのが熊野

街道です。この奥の方に帝塚山学院の学長さん

もされた大谷晃一さんが住んでおられました。

帝塚山学院縁の人々ということになります。次

の写真は、庄野英二さんと鍋井克之さんです。

鍋井さんは大阪出身の有名な画家ですが、住吉

大社の南門、ニットーレコードの近くに田村

孝之介さんという画家が住んでおられ、大阪の

作家の出す本の装丁画はたいていこの 2人で描

かれています。織田作之助や藤澤桓夫さんのも

そうです。 

小さい写真ですが、佐藤紅緑が住んでいた帝

塚山 3丁目に紅緑より少し後に住んでいたのが

俳人の橋本多佳子さんです。石濱純太郎さんの

奥さん石濱恭子さんが主宰され、藤澤桓夫さん
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も参加されていた浅沢句会に参加されていまし

た。藤澤桓夫さんは 50才過ぎて、20何才かの

典子さんと結婚しましが、典子さんは川柳作家

の娘さんでもありましたので、橋本多佳子さん

の『七曜』という俳句雑誌にも参加されまし

た。橋本さんは奈良の方へ移って行かれまし

た。 

これは、遠里小野団地の方です。堺に生ま

れ、ここに住み今宮高校へ通っていてパンク歌

手として有名になったのが、町田康さんです。

織田作之助に思いがあり、『夫婦茶碗』という

ような作品を書き作家としても有名になってい

ます。 

これが大阪市立大学で近くに学生結婚して住

んでいたのが開高健・牧羊子さん夫婦です。 

これが住吉街道にあります池田屋、住乃江味

噌です。 

今日お配りした「大阪文学探訪まっぷー住吉か

いわいー」のイラストを池田杏花さんがお描き

下さり、写真は、かなえ会で活動されている島

田浩三さんの写真を使わせて頂きました。マッ

プに載っている作家について、全部はご紹介出

来ませんでしたが、住吉大社近辺・住吉区の作

家について駆け足でご紹介しました。それぞれ

がどんなことを書いているのか興味を持ってい

ただき、豊かな文学鑑賞の導入になるのが、文

学散歩や文学講座です。普段している講座で

は、中味を読んだり、本を紹介させて貰っても

います。実際読んでみなければ、分からないこ

とがあります。人物だけ知ってもその作品を読

んでみたことがないということもあると思いま

す。図書館でそれぞれの作家の作品をお借り頂

いて目を通して頂ければ、さらに住吉の辺りが

色濃く彩りよく見えてくるかと思います。 

 

 

 

 

 

 

財団法人住吉隣保館の動き 

「住吉地区の昔と今」の展示パネルを

リニューアルして 
 

「住吉地区まちづくり委員会」は昨年 12月

に、それまで市民交流センターすみよし北の 1

階に展示していた「住吉地区の昔と今」の展示

内容をリニューアルしました。 

 今回のリニューアルに際して気をつけたのは

次の 4点です。まず、展示パネルの下にある住

吉地区の模型を活用した点です。ついで、昔と

今の住吉地区の状況をうつした写真パネルを 5

組作成し、それらを上下に配置して対比させた

点です。さらに、1973年 11月に策定したマス

タープラン（総合計画）の中核をなす 6つの原

則を記載した展示パネルを作成した点です。最

後に、住民の語りから昔の住吉地区の状況を再

現した点です。 

模型は 1969年の「同和対策事業特別措置

法」の制定を受けて 1973年 11月のマスタープ

ランの確認により町づくりが飛躍するなかで作

成されたもので、それは現在の住吉地区の町並

みの原型となるものです。今回のリニューアル

ではその模型に 5つの黄色い番号札を新しく配

置しました。それは、模型の上に展示されてい

る住吉地区の今昔を対比した 5組の写真パネル

に付された通し番号に対応しています。さら

に、その 5つの黄色い番号札は、6つの原則を

記載した展示パネルにある住吉地区の町並みを

写しだす地図に描かれている 1から 5までの黄

色の番号にも対応しています。これにより見学

者は住吉地区の今と昔の変化を写真と地図さら

に模型という 3つの展示を通して確認すること

ができます。 

最後の、昔の状況を知る住民の語りの 4つの

パネルでは、共同水道、共同便所、ガス・水道

敷設工事、町内の各種のお店という 4テーマに

関する語りが写真とともに併記されています。

それは当時の状況を知る現在の住吉地区住民か

らの聞き取りによる語りで、厳しい生活をのり

超えてきた先人たちの知恵が、それぞれのテー

マにもとづいて明らかにされています。 

ご来館の折りは、リニューアルされた展示パ

ネルを是非ご覧ください。また、展示パネルに

対するご意見・ご感想などございましたら財団

法人住吉隣保館の事務局までご一報いただけま

すと幸いです。 

友永雄吾 

 

 

リニューアルされた展示パネルの様子 
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催し物のお知らせ 

 
「全国水平社創立９０周年と松本治一郎」 

 

１９２２年３月３日、京都
の岡崎公会堂で全国水平社
が創立されました。そこで
採択された「水平社宣言」
は、日本の最初の人権宣言
として、今日まで多くの人
びとに深い感銘を与え続け
ています。 
 水平社宣言の精神を踏ま
え、その伝統を引き継いだ

部落解放運動は、部落差別の撤廃を中心的な目
標としながらも、日本はもとより全世界から一
切の差別撤廃と人権確立を求めた運動を積み重
ねてきています。 
 その運動の中心に、松本治一郎（1887～
1966）さんがおられました。松本さんは、長ら
く部落解放運動のリーダーを務めただけでな
く、衆議院議員や参議院議員としても活躍し、
日本と中国の友好運動を切り開く上でも大きな
功績を果たされました。 
 世界と日本の人権状況を直視したとき、９０
年に及ぶ部落解放運動と松本治一郎さんの足跡
から学ぶことは少なくありません。 
その一環として、差別撤廃と人権確立を求め続

けた松本治一郎さんの生涯を『水平記』とのタ

イトルでまとめられた作家の高山文彦さんをお

招きし、講演会を開催します。 

 

日 時 ４月２２日（日） １３：３０～１５：３０ 

定 員 申込先着２００名 

費 用 ５００円  

講 師 高山文彦さん（作家） 

申込先着 ２００名 

 

お申込み方法 

直接来館・電話・ＦＡＸ・ハガキ・Ｅメール・

ウェブサイトのいずれかにて、お申し込み下さ

い。 

ＦＡＸ、ハガキの場合は「講座名（全国水平社

創立９０周年と松本治一郎）・郵便番号・住所

・名前・年齢・電話番号」を明記し、市民交流

センターすみよし北までお申込み下さい。 

 

申し込み先 

市民交流センターすみよし北 

〒558-0054 大阪市住吉区帝塚山東 5-3-21 

TEL 06-6674-3731/ FAX 06-6674-3710 

メール： koza@sumiyoshikita.jp 
Ｈ Ｐ ア ド レ ス ： 

http://www.sumiyoshikita.jp 

 

 

 

－訂正－ 

前号（財団法人住吉隣保館ニュース№10）、「財団

法人住吉隣保館の動き」の追記部分について誤

字がございましたので、訂正をさせて頂きます。

『公益財団住吉隣保事業推進協会』とあり

ましたのを、正しくは『公益財団法人住吉

隣保事業推進協会』となります。  

 

 

 

財団法人住吉隣保館ホームページアドレス 

http://sumiyoshi.or.jp 
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